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次号予告　　62 巻　4号 ヘッドライン： 市民として必要な基礎・基本の化学Ⅷ 
―教科書に載っていないけれど大切なこと

　グラファイト，粘土鉱物，ゼオライトなどの“隙間”をもつ物質は，吸着，分
離，貯蔵，触媒などの多様な機能性材料として古くから利用されてきた。近年で
は，人工的に化学結合が制御された，ナノスケールの空間をもつ多孔性配位高分子
などの高機能な材料も精力的に開発されている。本企画では，隙間をもつ 4種の物
質を取り上げ，その基礎的な事項から身近な応用例，最近の研究成果を紹介し，
“隙間の化学”の面白さを伝えたい。

ヘッドラインテーマ：隙間の化学

　明治 44（1911）年に開設された東北帝国大学理科大学の初代教授の一人である
眞島利行先生は，ウルシオールの構造研究や我が国初の化学論文の抄録誌である
「日本化学総覧」の刊行に尽力され，多くの人材を育てられました。その功績をた
たえ，東北大学発祥の地である片平キャンパス内旧化学教室前の広場に胸像が建立
されました。化学教室は昭和 47（1972）年に青葉山キャンパスに移転し，旧化学
教室の歴史ある建物には現在大学本部が置かれています。広場の西隣には東北大学
の歴史に関する資料を一般公開している東北大学史料館があります。

表紙の言葉　眞島利行先生像と東北大学旧化学教室


